
第
十
二
回
茶
話
会 

餓
鬼
事
経
と
お
盆(

二
回
目) 

資
料 

 

餓
鬼
事
経
と
は 

原
初
聖
典(

紀
元
前
一
世
紀)

の
お
経 

第
十
四
話
「
舎
利
弗
の
母
」
が
収
録
さ
れ
、
施
餓
鬼
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る 

 

「
舎
利
弗
の
母
」 

 

舎
利
弗
尊
者
の
四
つ
前
の
生
で
母
だ
っ
た
者
が
、
生
前
の
業
に
よ
り
餓
鬼
に
な
っ
て
い
た
。
尊
者

が
目
連
尊
者
ら
母
の
救
い
を
求
め
て
長
老
に
相
談
し
た
。
目
連
尊
者
は
王
へ
そ
の
事
情
を
話
し
、
餓

鬼
に
対
し
て
供
養
祭
を
行
な
う
と
女
餓
鬼
は
天
界
へ
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
功
徳
を
目
連
尊
者
は 

世
尊
へ
と
伝
え
、
世
尊
は
そ
の
内
容
を
会
衆
に
説
法
し
、
人
々
の
利
益
と
な
っ
た
。 

 盂
蘭
盆
経
と
は 

五
・
六
世
紀
中
国
の
お
経
。
内
容
の
類
似
か
ら
餓
鬼
事
経
を
由
来
と
し
た
も
の
。 

 

現
代
の
お
盆
・
施
餓
鬼 

 

日
本
で
八
世
紀
ご
ろ
の
浸
透
。
旧
暦
七
月
十
五
日
に
執
り
行
う
。 

仏
教
の
盂
蘭
盆
の
教
え
と
祖
霊
の
御
霊
を
お
ま
つ
り
す
る
風
習
。 

餓
鬼
飯
を
備
え
、
先
祖
供
養
だ
け
で
な
く
、
無
縁
仏
や
餓
鬼
道
に
堕
ち
た
者
の
救
い
を
願
う
。 






















